
チャレンジセミナーで新たな担い手育成 

農業従事者の減少や高齢化が進み農業の担い手不足が懸念されており、新たな担

い手の育成が急務となっています。 

そこで農林振興センターでは、多様な職業経験や知識を持ち、新たに農業に取り組も

うとする人を対象に「農業チャレンジセミナー」を開催しています。 

８月８日の開講式には、新規に農業にチャレンジしようとする２２名が集まり、「山武農

業の現状と課題」の講話と、「お正月に向けて育ててみよう」をテーマに、キャベツや

ブロッコリー、パンジー等を教材として、種まきの実習を行いました。セルトレイに土を

詰め、播種したトレイを持ち帰り管理していきます。 

セミナーは２年間で、各自が目標を持ち、基本的な栽培技術の習得、土壌・肥料や農

薬使用などについての講義、先進農家への視察研修などを行う予定です。 

セミナーを通して、地域農業の一端を担う新たな担い手の誕生が期待されます。 

 

農業チャレンジセミナー開校式 芽が出ますように！ 

 
 
 
 
 



各地の話題・山武市  

みんなが住みやすい地域づくりに向けて 

山武市原横地(はらよこち)集落では、以前から集落の水路・農道の草刈など共同作

業を行っていましたが、昨年行ったアンケートをきっかけに、集落内の遊休農地の解

消など環境整備等にも取り組むことにしました。また、農業者だけでなく自治会・子供

会にもこれらの作業に参加・協力してもらうことになりました。 

今年は子供たちに農業用水路にいる魚など生き物に触れ、自然の豊かさを感じても

らったり、木戸川沿いに桜を植え、美しい景観を創る取り組みを行っています。 

住民一体となった共同作業等を通して、集落全体にこの取り組みの趣旨が理解され

てきたので、今後も継続して活動を行う予定です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



各地の話題・九十九里町  

みんなが住みやすい地域づくりに向けて 

九十九里町片貝地域では、土地改良区、田中、荒生(あらおい)、高畑(たかばたけ)、

西の４自治区と、地域内で遊休農地等の保全活動等を行っている団体「花と緑を育て

る会」、「田中交遊倶楽部」が構成員となり、片貝北部環境保全会が組織され、環境

整備の取り組みが始まりました。 

７つの団体が１つの組織として活動するため、対象集落内の農地、水路、道路、ため

池の状況点検作業を行い、保全活動への意識統一を図り、草刈等の共同作業を中

心とした取り組みが始まりました。 

また、遊休農地の解消に向け、そばや小麦の作付け、ポピーの摘み取り農園等の整

備や、集落内の道路の路肩等に花が植えられるなど、美しく住みやすい地域づくりに

むけた活動が幅広く展開されています。 

 

水路の点検作業 路肩に植えられたひまわり 

 

 
 
 
 
 
 



シリーズ・「ポジティブリスト制にむけて」  

農薬散布の勘どころ ２ 

食品衛生法にポジティブリスト制が導入されたことで、農薬の適正使用だけでなく、農

薬を飛散させない取り組みが必要となっています。 

農薬の飛散は、風速・風向・気温などの「気象条件」、近接距離・遮蔽物(しゃへいぶ

つ)などの「ほ場条件」、散布方法・器具・散布圧・量などの「散布条件」といった多くの

条件が関連します。農薬が、散布しようとする作物以外にかからないようにするため、

次の点に注意をはらいましょう。 

１ 風のない時を選んで散布 

飛散の最大要因は風です。散布中の風向き・風速にも注意をはらいましょう。 

２ 散布の位置と方向に注意 

農薬は対象の作物だけにかかるようにできるだけ近くから散布します。ほ場の外側か

ら内側に向かって散布しましょう。 

３ 散布機の圧力と風量は適切に 

圧力が高くなると細かい粒子が発生し、飛散しやすくなるので、圧力は低めにしましょ

う。 

４ 散布水量は適切に 

散布水量が多くなるほど飛散する割合が増えます。無駄な散布は避けましょう。 

５ 適切なノズルを選んで 

飛散の少ないノズルへ切り替えることも検討しましょう。 

６ 遮蔽シート・ネットを活用 

違う作物のほ場間にネットを設置することは有効です。 



シリーズ・旬の味  

落花生おこわ 

山武管内では約 1000 ヘクタールの落花生が作付されており、品種も千葉半立･ナカ

テユタカ・郷の香とさまざまで、食べ方も豊富です。 

 

材料（4 人分） 

ゆで落花生・・・・１００ｇ 

もち米・・・・・・・・２カップ 

水・・・・・・・・・・・３００ｃｃ 

しょうゆ・・・・・・・小さじ２ 

ごま塩・・・・・・・・大さじ１ 

作り方 

１．もち米は２時間くらい水に浸しておく。 

２．もち米の水切りをして、耐熱容器に入れゆで落花生・水・しょうゆを加える。 

３．２へふんわりとラップをしてレンジで８分加熱する。 

４．加熱後さっくりかき混ぜて、ラップをしてさらに４分加熱する。 

５．再度かき混ぜて、ラップをして様子を見ながら２分～４分加熱してできあがり。器に

よそりごま塩をふりかける。 

※ゆで落花生は、２％の塩水で４０分ほどゆでます。冷凍保存しておくと便利です。 

 


